
　反射テスト　1次関数　折れ線の最短距離　02

1. 　 Pは x軸上の点, Qは y軸上の点である. 次の問に答えよ.（ S 級 40秒, A級 1分 10秒, B 級 2分, C 級 3分 ）

（1）　最小になるときの AP+ PB を求めよ.

A(−4, 1)

B(5, 5)

P x

y

O

　

（2）　最小になるときの AP+ PQ+QB を求めよ.
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2. 　 Pは x軸上の点, Qは y軸上の点である. 次の問に答えよ.（ S 級 40秒, A級 1分 10秒, B 級 2分, C 級 3分 ）

（1）　最小になるときの AQ+QB を求めよ.
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（2）　最小になるときの AP+ PQ+QB を求めよ.
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c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　
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　反射テスト　1次関数　折れ線の最短距離　02　解答解説
1. 　 Pは x軸上の点, Qは y軸上の点である. 次の問に答えよ.（ S 級 40秒, A級 1分 10秒, B 級 2分, C 級 3分 ）

（1）　最小になるときの AP+ PB を求めよ.
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★光と鏡のイメージ：最短距離はつねに直線
点 Aから x軸に下ろした垂線の足を Hとする.

また x軸に関して点 Aと対称な点を A′とする.

点 Pが x軸のどこにあっても, 二辺夾角相等により,

　△AHP≡△A′HP である.

点 Pが x軸のどこにあっても,

　 AP+ PB = A′P + PB

★最短距離は直線
右辺の最小値は, Pが直線 A′B上にあるときだから,

点 A′,Bの座標がわかれば, 最短距離が求められる.

★ 2点の距離　ななめの長さは三平方の定理
　　 A(ax, ay) , B(bx, by) に対して, 線分 AB の長さは　 AB =

√
(bx − ax)2 + (by − ay)2

A′(−4,−1) , B(5, 5) であるから,

　 A′B =

√
{5− (−4)}2 + {5− (−1)}2

=
√
92 + 62 =

√
32(32 + 22) = 3

√
13

（2）　最小になるときの AP+ PQ+QB を求めよ.
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★光と鏡のイメージ：最短距離はつねに直線
点 Aから x軸に下ろした垂線の足を Hとし,

点 Bから y軸に下ろした垂線の足を Iとする.

また x軸に関して点 Aと対称な点を A′,

y軸に関して点 Bと対称な点を B′とすれば,

　△AHP≡△A′HP かつ △BIQ≡△B′IQ である.

つまり, 点 P,Qがどこにあっても,

　 AP+ PQ+QB = A′P + PQ+QB′

★最短距離は直線
右辺の最小値は, P,Qが直線 A′B′上にあるときだから,

点 A′,B′の座標がわかれば, 最短距離が求められる.

★ 2点の距離　ななめの長さは三平方の定理
　　 A(ax, ay) , B(bx, by) に対して, 線分 AB の長さは　 AB =

√
(bx − ax)2 + (by − ay)2

A′(13,−3) , B′(−3, 9) であるから,

　 A′B′ =

√
{(−3)− 13}2 + {9− (−3)}2

=
√
162 + 122 =

√
42(42 + 32) = 4× 5 = 20

☆「みよごちゃん」三辺比 3 : 4 : 5の直角三角形のイメージ.
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2. 　 Pは x軸上の点, Qは y軸上の点である. 次の問に答えよ.（ S 級 40秒, A級 1分 10秒, B 級 2分, C 級 3分 ）

（1）　最小になるときの AQ+QB を求めよ.

A(3,−3)
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★光と鏡のイメージ：最短距離はつねに直線
点 Aから y軸に下ろした垂線の足を Hとする.

また y軸に関して点 Aと対称な点を A′とする.

点 Qが y軸のどこにあっても, 二辺夾角相等により,

　△AHQ≡△A′HQ である.

点 Qが y軸のどこにあっても,

　 AP+ PB = A′P + PB

★最短距離は直線
右辺の最小値は, Qが直線 A′B上にあるときだから,

点 A′,Bの座標がわかれば, 最短距離が求められる.

★ 2点の距離　ななめの長さは三平方の定理
　　 A(ax, ay) , B(bx, by) に対して, 線分 AB の長さは　 AB =

√
(bx − ax)2 + (by − ay)2

A′(−3,−3) , B(2, 7) であるから,

　 A′B =

√
{2− (−3)}2 + {7− (−3)}2

=
√
52 + 102 =

√
52(12 + 22) = 5

√
5

（2）　最小になるときの AP+ PQ+QB を求めよ.
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★光と鏡のイメージ：最短距離はつねに直線
点 Aから x軸に下ろした垂線の足を Hとし,

点 Bから y軸に下ろした垂線の足を Iとする.

また x軸に関して点 Aと対称な点を A′,

y軸に関して点 Bと対称な点を B′とすれば,

　△AHP≡△A′HP かつ △BIQ≡△B′IQ である.

つまり, 点 P,Qがどこにあっても,

　 AP+ PQ+QB = A′P + PQ+QB′

★最短距離は直線
右辺の最小値は, P,Qが直線 A′B′上にあるときだから,

点 A′,B′の座標がわかれば, 最短距離が求められる.

★ 2点の距離　ななめの長さは三平方の定理
　　 A(ax, ay) , B(bx, by) に対して, 線分 AB の長さは　 AB =

√
(bx − ax)2 + (by − ay)2

A′(−20,−4) , B′(4, 6) であるから,

　 A′B′ =

√
{4− (−20)}2 + {6− (−4)}2

=
√
242 + 102 =

√
22(122 + 52) = 2× 13 = 26

☆三辺比 5 : 12 : 13の直角三角形のイメージ.
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